
1 

 

令和５年度第２回岐阜県福祉友愛アリーナ評価員会議 議事要旨 

 

１ 日 時  ： 

２ 場 所  ： 

３ 議 題  ： 

令和６年２月８日（木）１５：００～１６：３０ 

岐阜県福祉友愛プール会議室 

令和５年度の事業実施状況について 

令和６年度の事業計画（案）について 

 

【主なご質問・ご意見】 

（A評価員） 

①開館時間の変更の対応は、土日だけ行っているのか。祝日はどうか。 

②電動車いすサッカー教室の申込状況はどうか。 

③フロア内での飲食禁止とあるが、どこで飲食可能なのか。 

（指定管理者） 

①現状は土日だけである。祝日の要望があれば、県と別途協議する。 

②５～６人の申込である。使用可能な電動車いすの台数や競技人数の都合上、多すぎても

参加者全員が体験できないため、ちょうどよい人数である。 

③フロアを出たホール、STT室や外のテラスも飲食可能である。しかし、大人数は厳しい。 

 

（B評価員） 

①令和５年度のフロア稼働率の目標達成状況はどうか。 

②開館時間の変更の対応を土日だけとした理由は何か。 

③令和５年度の地域交流イベントは、圏域事業と実施しなかったのか。 

④令和６年度の合宿実施予定が少ないが、合宿の誘致は厳しいか。 

⑤利用後のアンケートは紙で実施するのか。電子にすると集計が簡単である。 

⑥令和５年度の利用者数目標を達成できそうな状況であること点について評価できる。 

⑦パリパラリンピックを契機に、さらにパラスポーツの裾野拡大につなげていけるとよい。 

（指定管理者） 

①多くの月で目標の８０％を超えているため、達成できる見込みである。 

②利用団体からの要望が、土日の午前９時開館を求めるものであったためである。 

③令和４年度と同様に、地域交流イベントと同日に２圏域の圏域事業を開催した。 

④各競技団体に提案したが断られた。予算の都合上、東京での合宿実施が多いようである。 

⑤紙での実施で考えていたが、電子での実施も検討したい。 

 

（C評価員） 

①県レクリエーション協会からも教室への講師派遣が可能である。活用していってほしい。 

②競技を体験していくことでそのすごさがわかる。体験の機会を作っていってほしい。 

③リズム体操教室の内容は高齢者には難しそうであるため、ADL体操を開催してはどうか。 

④最近はモルックが人気である。さらに広めていけるとよいと思う。 

（指定管理者） 

①ありがたい。教室の計画時には、依頼させていただきたい。 
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②岐阜市社会福祉協議会主催で車いすバスケットボールの体験会を福祉友愛アリーナで

開催するなど、小中学生に体験してもらう機会は多い。 

③障がい者、一般の利用者関係なく参加できる教室として開催を検討したい。 

 

（D評価員） 

①事業計画に「避難所としての機能の確保」とあるが、ＢＣＰ等は作成されているのか。 

②利用者拡大のため、より障がいの重い方向けにリトミックや高齢者等向けのヨガ等の教室

を開催してはどうか。 

③開館時間を利用者の声に対応し、早めるなど、利用者目線で改善されている点評価する。 

④運動不足解消の取組として、自主事業やリズム体操等を実施しており評価できる。 

（指定管理者） 

①避難所には指定されていないため、作成していない。しかし、岐阜市の福祉避難所である

福祉友愛プールの隣接施設として、万が一の時受け入れる体制の準備をしていきたい。 

②重度心身障がい者向けの教室も検討していきたい。 


